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株式会社 埼玉りそな銀行

「農と食の展示・商談会2023」の開催について

～ 3年振りのリアル開催で、埼玉の魅力ある食材をPR ～

りそなグループの埼玉りそな銀行(社長 福岡 聡)は、地元埼玉県を中心とした農業・食品関連ビジネスの発展

を目的に「農と食の展示・商談会2023」を2月1日(水)に開催いたします。

 3年振りのリアル開催！「農」と「食」の分野から地域活性化を支援する商談イベントです

埼玉県内を中心とした農畜産物の生産者や食品製造業者 100 社がブースを出展し、魅力ある食材等を多数紹

介する商談会です。今回も出展者が希望するバイヤーと直接面談できる個別商談会を設けるなど、出展者の

新たな価値及び地域ブランドの創出をサポートします。
また、地域課題解決事業を営む地域デザインラボさいたまとも連携した埼玉の日本酒産業の活性化に資する
催しを実施するほか、グループ銀行3社※1の関西圏のお取引先企業も出展します。
※1 りそな銀行、関西みらい銀行、みなと銀行

 海外バイヤーや国内商社も来場！“埼玉ブランド”の輸出をサポートします

日本貿易振興機構(ジェトロ)埼玉貿易情報センターの協力や、りそなグループの海外ネットワークを活用し、

海外バイヤーの誘致や国内輸出商社とのオンラインを含めた相談の機会を提供し、海外への販路拡大を後押

します。

 アグリテック・フードテック企業のイベントや大阪・関西万博の機運醸成に資する出展コーナーも設けます

セミナースペースにて「ベンチャー企業ミートアップin農と食の展示・商談会～アグリテック・フードテッ

ク関連企業特集～」を開催し、成長意欲の高いテック企業のビジネスプランの発表機会を設けます。    

また、りそなグループがメインバンクを務める「2025 年日本国際博覧会(大阪・関西万博)」の全国的な機運

醸成に向けて、夢洲新産業・都市創造機構※2 との連携のもと、万博首長連合※3 に所属する市町村の特産品を

持ち寄る出展コーナーを設けます。

※2「一般社団法人 夢洲新産業・都市創造機構」は夢洲～大阪・関西～全国で“いのち輝く”未来都市の創造を目指す団体

※3「2025 年日本国際博覧会とともに、地域の未来社会を創造する首長連合」の略。「2025 年日本国際博覧会」の開催を契機とした地域の未来社

会を創造する全国の自治体のネットワーク

【開催概要】

名 称 ： 「農と食の展示・商談会2023」
場 所 ： さいたまスーパーアリーナ(コミュニティアリーナ)
日  時 ： 2023年 2月1日(水)10時00分～17時00分

主  催 ： 埼玉りそな銀行
共  催 ： 埼玉県
内  容 ： ①農業生産者・食品加工業等100団体によるブース展示

②展示ブースとは別に招聘した食品担当バイヤーとの
個別商談・相談会(事前予約制)

来場者 ： 4,000名(予想)

～公式ホームページ～
https://noutoshoku-saitama.com/

また、埼玉県が主催する「埼玉県農商工連携フェア」も同時に開催されます。

以 上

名  称 ： 『埼玉県農商工連携フェア』
主  催 ： 埼玉県
共  催 ： 埼玉りそな銀行、ＪＡグループさいたま
内  容 ： 農産品・畜産品・加工食品、相談コーナーなど48団体

          

展示ブースの様子(過去開催より)

【同時開催イベント】


